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第２０回「四国の鉄道を考える国会議員連絡会」 

政・労・使が集い、四国への新幹線実現に向けて団結！ 

 ＪＲ四国労組は、４月２１日（月）に衆議院議員会館内会議室におい

て、第２０回「四国の鉄道を考える国会議員連絡会」を開催し、本連絡

会に加入する国会議員、ＪＲ連合・ＪＲ四国労組役員並びに会社幹部ら

総勢１９名が出席。会議冒頭、玉木事務局長進行のもと昨年１０月の衆

議院議員総選挙で当選した高橋永議員、石井智恵議員の加入を確認した。 

主催者を代表して大谷執行委員長がこれまでの取り組みへの謝辞を述

べた上で「労使一体となり、四国新幹線実現に向け、署名活動等に取り

組んでいる。ぜひとも力強い支援をお願いする」とさらなる団結を呼び

かけた。また、会社を代表し、四之宮社長より支援措置等に対する御礼

とともに「人手不足、物価高騰など課題は多い。新幹線も含めあるべき

公共交通ネットワークの実現に向けては、地域の理解が不可欠であり、

引き続きのご協力をお願いする」と挨拶を受けた。 

 その後、ＪＲ連合より政策課題解決に向けた取り組み及び、ＪＲ四国

から会社の現況と経営課題について説明がなされたのち、意見交換を行

った。「人財確保」等に向けた質疑のほか、新幹線実現に向けた取り組

みの輪を広げるべく、認知を深めるための更なる取り組み拡大や、時間

軸を意識した主張・展開の必要性など、熱い議論が交わされた。 

会議終盤、小川会長から「四国選出の国会議員が集い、ＪＲ四国につ

いて一致団結して意見交換できる貴重な機会。経営効率化の一方で、公

共交通の維持を果たし、意

欲を持って働くことのでき

る環境整備を実現すること

が重要。日本では標準装備

である新幹線実現も含めて、

引き続き連携を取りながら

解決していきたい」と挨拶

を受け閉会した。   

第２０回ＪＲ四国労組「四国の鉄道を考える国会議員連絡会」役員 

役職 氏名等 
会長 小川 淳也 （衆議院 香川１区） 

事務局長 玉木 雄一郎（衆議院 香川２区） 
幹事 高橋 永  （衆議院 徳島１区） 

幹事 石井 智恵 （衆議院 愛媛１区） 
幹事 白石 洋一 （衆議院 愛媛２区） 

幹事 広田 一  （参議院 徳島・高知） 

幹事 永江 孝子 （参議院 愛媛） 
以 上 




